
公
益
財
団
法

公
益
財
団
法
人人
友
愛
 友
 愛

第
一
回
定
時
評
議
員
会
開

　
第
一
回
 定
時
評
議
員
会
開
催催

平
成
三
〇
年
度
計
算
書
類
・
平
成
三
〇
年
度
事
業
報
告
書

　
　
　
平
成
三
〇
年
度
計
算
書
類
・
平
成
三
〇
年
度
事
業
報
告
書
・・

平
成
三
〇
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
承

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
三
〇
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
承
認認

任
期
満
了
に
よ
る
評
議
員
・
理
事
・
監
事
選

　
　
　
任
期
満
了
に
よ
る
評
議
員
・
理
事
・
監
事
選
任任

公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
完

　
　
　
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
完
了了

新
た
に
三
名
の
評
議
員
・
四
名
の
理
事
・
一
名
の
監
事
が
就

　
　
　
新
た
に
三
名
の
評
議
員
・
四
名
の
理
事
・
一
名
の
監
事
が
就
任任

　（１）　　　　令和元年（２０１９年）７月１０日 友　　　愛 第５６０号  

　
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
二
日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り
、
第
一
回
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
三
〇
年
度
計
算
書
類
・
平
成
三

〇
年
度
事
業
報
告
書
・
平
成
三
〇
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
平
成
二
十
三
年
よ
り
実
施
し
て
き
た
公
益
目
的
支
出
計
画
は
実
施
完
了
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
も
行
わ
れ
、
理
事
会
よ
り
推
薦
を
受
け
た
評
議
員
候
補
十
二
名
、
理
事
候
補
十
二
名
、
監
事

候
補
三
名
は
、
全
員
全
会
一
致
で
選
任
さ
れ
た
。
評
議
員
会
終
了
後
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
代
表
理
事
の
選
任
が
行
わ
れ
、

鳩
山
由
紀
夫
理
事
が
全
会
一
致
で
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
。

役
員
名
（
敬
称
略
）

　
理
事
長
／
鳩
山
由
紀
夫

　
理
事
／
茂
木
健
一
郎
・
井
上

和
子
・
芳
賀
大
輔
・
井
上
浩
義

・
井
田
安
信
・
西
川
伸
起
・
攪

上
哲
夫
（
以
上
再
任
）

　
中
島
政
希
・
髙
邑
　
勉
・
鳩

山
太
郎
・
山
嵜
偉
広
（
以
上
新

任
）
　
評
議
員
／
谷
藤
悦
史
・
戸
澤

英
典
・
福
田
八
州
雄
・
萩
原
直

三
・
近
藤
純
子
・
小
峰
秀
子
・

酒
井
芳
彦
・
櫻
井
洋
輔
・
田
中

正
基
（
以
上
再
任
）

　
李
　
慶
達
・
川
手
祥
右
・
髙

橋
佳
大
（
以
上
新
任
）

　
監
事
／
金
沢
俊
弘
・
長
田
正

太
郎
（
以
上
再
任
）

　
海
方
　
亨
（
新
任
）

…
…
…
…
…

第
四
回
臨
時
理
事
会
開
催

評
議
委
員
会
終
了
後
、
午
前
十

一
時
三
〇
分
よ
り
、
代
表
理
事

選
任
の
た
め
の
臨
時
理
事
会
が

開
催
さ
れ
た
。

新
任
の
理
事
、
監
事
を
含
め
十

一
名
の
役
員
が
出
席
し
開
催
さ

れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
互
選

の
結
果
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
が

代
表
理
事
に
選
任
さ
れ
、
鳩
山

由
紀
夫
理
事
は
そ
の
就
任
を
承

諾
し
た
。

十
五
年
を
約
半
分
に
短
縮
、
八

年
間
で
終
了
と
な
っ
た
旨
が
報

告
さ
れ
た
。

　
第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議

案
は
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
た
。

　
第
四
号
議
案
／
任
期
満
了
に

伴
う
理
事
の
選
任

　
第
五
号
議
案
／
任
期
満
了
に

伴
う
監
事
の
選
任

　
第
六
号
議
案
／
任
期
満
了
に

伴
う
評
議
員
の
選
任

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
理
事
、

監
事
、
評
議
員
の
選
任
が
必
要

で
、
先
の
理
事
会
で
協
議
さ
れ

た
推
薦
候
補
の
一
覧
が
示
さ

れ
、
こ
の
一
覧
表
及
び
必
要
資

料
が
事
前
に
各
評
議
員
の
手
元

に
届
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

　
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
に

つ
い
て
、
一
覧
表
に
基
づ
き
一

人
一
人
に
つ
い
て
決
議
を
行
っ

た
結
果
、
理
事
会
が
推
薦
す
る

候
補
全
員
が
選
任
さ
れ
た
。

　
永
年
に
亘
り
常
務
理
事
と
し

て
友
愛
の
牽
引
役
を
務
め
て
き

た
川
手
正
一
郎
氏
は
、
最
高
顧

問
に
就
任
し
た
。

　
そ
の
後
平
成
三
十
一
年
度
事

業
予
算
及
び
事
業
計
画
も
承
認

さ
れ
、評
議
員
会
は
終
了
し
た
。

り
、
議
長
の
指
示
で
羽
中
田
事

務
局
長
が
詳
細
に
つ
い
て
報
告

し
た
。
平
成
二
十
三
年
よ
り
続

け
て
き
た
、
公
益
目
的
支
出
計

画
実
施
に
つ
い
て
は
、
予
定
の

て
、
攪
上
理
事
か
ら
友
愛
講
演

会
及
び
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
事
務
局
か
ら
「
第
六
回
友
愛

国
際
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
今
年
度
の

募
集
が
開
始
さ
れ
た
旨
が
告
げ

ら
れ
た
。

　
報
告
事
項
を
終
え
、
協
議
に

入
っ
た
。
先
に
長
田
監
事
に
よ

り
、
監
査
報
告
が
な
さ
れ
た
。

協
議
事
項

　
第
一
号
議
案
／
平
成
三
〇
年

度
計
算
書
類
に
関
し
て

　
第
二
号
議
案
／
平
成
三
〇
年

度
事
業
報
告
書
に
関
し
て

　
第
三
号
議
案
／
平
成
三
〇
年

度
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報

告
書
に
関
し
て

　
第
一
号
議
案
か
ら
第
三
号
議

案
に
関
し
て
一
括
質
疑
と
な

愛
理
念
の
普
及
が
、
公
益
活
動

と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

大
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
世
界
情
勢
を

み
て
も
、
今
こ
そ
ま
さ
に
、
友

愛
理
念
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

き
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
公
益
財
団
法
人
と
な
っ
た
こ

と
を
出
発
点
と
し
て
、
皆
様
方

の
ご
協
力
を
仰
ぎ
、
未
来
に
繋

が
る
活
動
、
事
業
を
進
め
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
続
い
て
議
長
の
選
出
に
移

り
、
戸
澤
英
典
評
議
員
が
互
選

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。

　
定
数
確
認
の
後
、
西
川
理
事

か
ら
エ
ヤ
ッ
プ
派
遣
事
業
に
つ

い
て
、
井
田
理
事
か
ら
ミ
ャ
ン

マ
ー
研
修
生
受
入
事
業
に
つ
い

　
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
二
日

（
土
）午
前
十
時
の
定
刻
よ
り
、

第
一
回
定
時
評
議
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
冒
頭
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
以
下
の
挨
拶
を

述
べ
た
。

　
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
挨
拶

お
忙
し
い
中
ご
参
集
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
は
公
益
財
団
法
人
の
認

定
を
受
け
、
初
め
て
の
評
議
員

会
と
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得

て
、
ま
た
関
係
各
位
の
ご
努
力

も
あ
っ
て
、
友
愛
は
、
公
益
財

団
法
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
友
愛
山
荘
の
運
営
を
切
り
離

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
、
大
き
な
試
練
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
、
友

評
議
員
会
で
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
よ

り
詳
細
な
事
業
報
告
が
行
わ
れ
、
要
覧

を
手
に
全
員
が
確
認
し
た

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
の
選
任
は
評
議

員
会
の
重
要
な
職
務
の
一
つ
で
あ
る
。

全
員
が
真
摯
に
向
き
あ
っ
て
協
議

新
任
の
理
事
・
監
事
も
参
加
し
て
、
代

表
理
事
の
選
任
が
行
わ
れ
た臨

時
理
事
会

挺

禎

梯

締

提提提提提提提提提提提提提提提提提提提

程程程程程程程程程程程程程程程程程程程

汀
汀
汀
汀
汀
汀

碇
碇
碇
碇
碇
碇

深く知れば知るほど興味と面白さの増す「論語」。
友愛では論語で語られている様々な言葉の中に、友愛の理念に通じるものをさらに詳しく学んでいくため、講座を開設します。
講師には、論語を学ぶにはこの方と大人気の安岡定子先生をお迎えし、楽しく論語をひもといていただきます。
参加ご希望の方は、同封の申し込みハガキに必要事項をご記入の上、事務局宛お送りください。詳細は友愛ＨＰ（yuai-love.com）にも掲載。
開催日（全５回）　　①９月１４日（土）　②１１月９日（土）　③１２月１４日（土）　④２０２０年２月８日（土）　⑤２０２０年３月（日程未定／講師：鳩山由紀夫）
時　間　全回とも１４：００～１６：００（一回毎のお申し込みは受け付けておりません。全５回の行程でお申し込みください）
会　場　友愛サロン／文京区小石川１崖１０崖１３　公益財団法人友愛事務局３階
参加費　学生１,０００円　　会員３,０００円　　会員外　５,０００円（いずれも一回につき）
定　員　４６名（応募多数の場合は抽選）

＊ご不明な点は、事務局（電話　０３崖５６８４崖３１８８）までお問い合わせください。

論語に学ぶ友愛講座
参加者募集
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甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

第
三
十
一
次
植
林
訪
中
団

遼
寧
省
北
票
市
に
て
最
後
の
植
林
活
動
実
施

日
中
緑
化
交
流
基
金
に
よ
る
植
林
活
動
終
了
　

緑
の
山
々
を
描
い
て
地
元
学
生
達
と
皆
で
植
林

　令和元年（２０１９年）７月１０日 友　　　愛 第５６０号　（２）　

関
係
各
位
も
様
々
な
努
力
を
続

け
て
い
た
の
だ
が
、
資
金
の
導

入
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
終
了
の

止
む
な
き
に
至
っ
た
。

　
今
回
の
北
票
市
は
第
四
期
に

あ
た
り
、
第
一
期
か
ら
第
三
期

は
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
も
参
加

し
て
植
林
し
た
、
当
財
団
友
愛

に
と
っ
て
も
思
い
の
深
い
場
所

で
あ
る
。
ま
た
、
永
年
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
力
を
尽
く

し
て
く
だ
さ
っ
た
中
国
国
際
交

流
中
心
の
洪
桂
梅
副
主
任
の
故

郷
で
も
あ
り
、
思
い
も
強
い
。

　
北
京
か
ら
新
幹
線
で
到
着
し

た
瀋
陽
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

六
時
間
、
北
票
市
に
到
着
。
翌

朝
ま
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
揺
ら

れ
て
三
時
間
、現
場
に
着
い
た
。

　
地
元
の
学
生
達
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
が
大
勢
待
ち
受
け

て
い
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
毎
年
強
風
の
中
、
起
工
式
の

式
典
を
行
っ
た
記
憶
が
あ
る

が
、
今
年
は
快
晴
、
気
温
三
四

℃
、
空
が
眩
し
い
ほ
ど
青
い
。

　
全
員
で
苗
を
植
え
る
。
乾
燥

地
域
な
の
で
、
植
え
る
と
す
ぐ

に
た
っ
ぷ
り
の
水
を
や
る
。
小

学
生
の
子
ど
も
た
ち
も
バ
ケ
ツ

を
持
っ
て
走
り
回
り
、
次
か
ら

次
ぎ
へ
と
苗
に
水
を
運
ぶ
。

　
大
き
く
育
て
、
元
気
で
育
て

の
思
い
は
、
皆
の
共
通
の
思
い

で
あ
る
。

　
十
年
後
、
今
は
土
埃
の
舞
う

土
色
の
山
が
、
緑
に
覆
わ
れ
る

日
を
信
じ
て
、
最
後
の
木
を
植

え
た
。

 　
　
　
　
　
　
　（
羽
中
田
記
）

　
日
中
緑
化
交
流
基
金
（
通
称

小
渕
基
金
）
に
よ
る
こ
の
植
林

活
動
は
、
一
〇
〇
億
円
の
資
金

を
以
て
始
ま
っ
た
が
、
活
動
を

継
続
す
る
た
め
の
新
た
な
資
金

が
導
入
さ
れ
ず
終
了
と
な
っ

た
。
参
加
す
る
日
本
国
内
の
団

体
か
ら
も
、
中
国
側
か
ら
も
継

続
の
希
望
が
強
く
寄
せ
ら
れ
、

　
二
〇
一
九
年
五
月
二
十
一
日

（
火
）
か
ら
二
十
四
日
（
金
）

の
四
日
間
、
第
三
十
一
次
植
林

訪
中
団
が
中
国
遼
寧
省
北
票
市

を
訪
れ
、植
林
活
動
を
行
っ
た
。

　
二
〇
〇
一
年
か
ら
約
二
〇
年

間
続
け
ら
れ
た
こ
の
植
林
活
動

は
、
今
回
の
北
票
市
の
活
動
を

以
て
終
了
し
た
。

な
中
国
大
陸
の
生
態
系
保
護
と

い
う
壮
大
な
目
標
に
大
変
だ
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中
国

の
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、
中

国
の
人
々
の
心
の
優
し
さ
が
や

が
て
満
開
と
な
り
、
中
国
は
素

晴
ら
し
い
緑
の
楽
園
に
な
る
と

確
信
し
た
次
第
で
す
。

　
小
渕
基
金
の
植
林
事
業
は
終

わ
り
ま
し
た
が
、
中
国
で
の
植

林
事
業
は
中
国
国
内
は
も
と
よ

り
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
団

体
、
企
業
が
率
先
躬
行
し
て
お

り
、
わ
れ
わ
れ
友
愛
も
新
た
な

独
自
の
課
題
が
提
起
で
き
れ
ば

と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

　
願
わ
く
ば
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸

を
緑
の
一
帯
一
路
で
繋
ぎ
、
関

係
各
国
の
人
々
に
益
々
、
潤
い

と
安
住
の
大
地
と
な
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。

　
三
十
一
回
の
植
林
事
業
終
了

に
あ
た
り
、
長
い
間
、
植
林
事

業
に
参
加
で
き
ま
し
た
喜
び
を

心
か
ら
光
栄
と
存
じ
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
も
偏
に
全
青
連
や

友
愛
の
皆
様
の
ご
指
導
の
賜
で

あ
り
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
、
植
林
事
業
の
結
び

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
時
式
典
開
始
。　
時
　
分

１１

１２

３０

植
林
終
了
。

　
　
時
か
ら
　
時
来
賓
県
の
皆

１４

１６

様
と
の
歓
迎
昼
食
会
。　
時
　

１６

１５

分
～
　
時
、
職
業
高
校
見
学
。

１７

　
時
　
分
～
　
時
　
分
県
庁
に

１７

１５

１９

２０

て
地
元
青
年
団
体
と
の
交
流
及

び
討
論
会
。
そ
の
後
　
時
ま
で

２１

夕
食
会
。　
時
来
賓
県
を
出

２１

発
。
荒
れ
た
道
路
。　
時
過
ぎ

２４

ホ
テ
ル
帰
着
。

　
日
記
を
読
む
と
当
時
の
状
況

が
鮮
や
か
に
甦
り
、
懐
か
し

く
、
多
く
の
事
が
思
い
浮
か
び

ま
し
た
。

　
ま
た
植
林
地
は
一
度
の
訪
中

で
二
か
所
の
植
樹
祭
も
あ
り
、

延
べ
四
〇
ヵ
所
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
　
そ
れ
に
し
て
も
最
初
の
頃
は

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
満
十

八
年
間
三
十
一
回
も
の
植
林
事

業
の
継
続
は
、
振
り
返
り
ま
す

と
夢
の
よ
う
に
も
映
り
ま
す
。

そ
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
全
青

連
の
皆
様
、
関
係
各
位
の
ご
指

導
ご
支
援
に
対
し
、
心
か
ら
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
こ
れ
か
ら
の
中
国
が
緑
輝

く
大
地
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
り

ま
す
。

　
植
林
の
最
初
の
頃
は
、
広
大

た
が
、
そ
の
場
所
は
広
西
省
チ

ワ
ン
自
治
区
、
柳
州
市
来
賓
県

で
し
た
。
参
考
ま
で
に
小
生
の

日
記
を
見
ま
す
と
、

　
１
月
　
日
１６

　
前
夜
　
時
　
分
、
柳
州
空
港

２４

１０

着
。
ホ
テ
ル
は
京
都
賓
館
。
午

前
２
時
ま
で
地
元
全
青
連
の

方
々
と
夜
食
会
。

　
今
朝
は
７
時
起
床
。
８
時
　３０

分
ホ
テ
ル
を
出
発
。

　
柳
州
市
の
人
口
は
　
万
人
、

８８

大
き
な
都
市
。
植
樹
祭
は
こ
こ

か
ら
　
キ
ロ
先
の
来
賓
県
。
朝

６０

か
ら
雨
、
凸
凹
の
土
の
道
。
揺

れ
が
酷
く
、
車
の
天
井
に
頭
が

ぶ
つ
か
る
。
植
林
地
は
紅
水
河

上
流
。
木
は
全
く
な
い
砂
漠
の

台
地
。
上
か
ら
見
下
ろ
す
と
紅

水
河
に
大
き
な
船
が
停
ま
っ
て

い
た
。
台
地
の
一
番
高
い
と
こ

ろ
に
祭
事
の
舞
台
が
設
え
て
あ

り
、
笛
や
太
鼓
で
賑
や
か
に
出

迎
え
て
く
れ
た
。

　
参
加
者
は
地
元
の
青
年
男
女

一
五
〇
〇
名
。竹
を
植
え
る
由
。

式
典
終
了
後
、
用
意
さ
れ
た
長

靴
に
履
き
替
え
、
泥
の
中
で
の

植
樹
。竹
は
土
砂
崩
れ
を
防
ぎ
、

泥
を
流
さ
ず
砂
防
の
役
割
を
果

た
す
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

緑
の
一
帯
一
路

―
植
林
事
業
の

終
結
に
あ
た
っ
て
―

最
高
顧
問
　
川
手
正
一
郎

　
日
本
政
府
の
小
渕
基
金
に
よ

る
中
国
で
の
植
林
事
業
は
今
回

の
北
票
市
で
、
そ
の
す
べ
て
を

終
了
し
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
一
年
一
月
十
六
日
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
は
、
中

国
で
の
生
態
系
保
護
と
人
間
交

流
に
よ
る
真
の
日
中
友
好
に
大

き
な
成
果
を
齎
し
た
も
の
と
確

信
し
ま
す
。

　
国
と
国
に
は
国
境
は
あ
る
が

人
の
心
と
緑
に
国
境
は
な
い
。

人
間
は
全
て
平
等
。
相
互
尊

重
、
相
互
理
解
、
相
互
扶
助
は

全
人
類
共
通
の
目
的
で
あ
り
、

使
命
で
す
。

　
二
〇
〇
一
年
以
来
、
今
日
ま

で
中
国
の
皆
さ
ん
と
友
愛
が
行

っ
た
植
林
事
業
の
具
体
的
成
果

は
、
植
林
面
積
三
百
七
十
八
万

3,781,400

千
四
百
（
         ）
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
植
樹
五
百
七
十
九
万
七

5,797,323

千
三
百
二
十
三
（
         ）

本
、
政
府
助
成
金
五
億
一
千
四

百
五
十
四
万
五
千
九
百
六
十
九

514,545,969

（
           ）
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
、
植
樹

祭
に
参
加
し
た
中
国
の
皆
さ
ん

は
二
万
名
以
上
と
想
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
第
一
回
の
植
林
は

二
〇
〇
一
年
一
月
十
六
日
で
し

こ
の
上
な
い
好
天
、
照
り
つ
け
る
太
陽
の
も
と
、
関
係
各
位
と
友
愛
植
林
訪
中
団
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
の
学
生
た
ち
が
記
念
撮
影
。
遠
く
に
見
え
る
山
は
、
数
年
後

緑
に
覆
わ
れ
、
爽
や
か
な
木
陰
と
自
然
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

川
手
常
務
理
事（
右
）と
洪
桂
梅
副
主
任

（
中
央
）が
、最
後
の
植
林
に
精
を
だ
す
。

二
人
と
も
万
感
の
思
い
を
抱
い
て

定
評
の
あ
る
川
手
常
務
理
事
の
挨
拶

も
、
こ
れ
が
最
後
。
か
み
し
め
る
よ
う

に
一
言
一
言
に
聞
き
入
る

気
温
三
十
四
℃
、
抜
け
る
よ
う
な
青

空
、
陽
炎
が
も
え
空
も
山
も
ま
る
で
ゴ

ッ
ホ
の
絵
の
よ
う
に
う
ご
め
い
て
い
た

子
ど
も
達
が
苗
木
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
。そ
こ
に
乾
い
た
土
を
掛
け
て
い
く
。

そ
し
て
水
や
り
。
大
き
く
育
て
と
祈
る

訪
中
団
の
川
手
祥
右
さ
ん（
左
端
）も
、

地
元
の
学
生
達
と
力
を
合
わ
せ
て
苗
木

を
植
え
て
い
く
。
今
回
は
穴
掘
り
も

給
水
車
か
ら
バ
ケ
ツ
で
苗
に
水
を
運

ぶ
。
子
ど
も
た
ち
も
精
一
杯
走
り
ま
わ

る
。
地
元
の
方
々
の
期
待
も
大
き
い
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人
生
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
た
め
の
二
週

人
生
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
た
め
の
二
週
間間

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
一
年

成
田

慶
應
義
塾
大
学
  大
学
院
一
年
　
成
田
　
葵葵

こ
れ
か
ら
の
糧
と
な
る
学
び

こ
れ
か
ら
の
糧
と
な
る
学
び
をを

東
北
大
学
三
年

阿
部
真
悠

東
北
大
学
三
年
　
阿
部
真
悠
子子

派
遣
事
業
へ
の
意
気
込

派
遣
事
業
へ
の
意
気
込
みみ

一
橋
大
学
四
年

吉
田
大

一
橋
大
学
四
年
　
吉
田
大
志志

六
名
が
感
じ
た
こ
と
を
大
切

六
名
が
感
じ
た
こ
と
を
大
切
にに

早
稲
田
大
学
二
年

森
﨑
桃

早
稲
田
大
学
二
年
　
森
﨑
桃
子子

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
繋
ぐ
研
修

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
繋
ぐ
研
修
へへ

名
古
屋
大
学
三
年

後
藤
大

名
古
屋
大
学
三
年
　
後
藤
大
智智

初
訪
問
の
ウ
ィ
ー
ン
に
心
を
躍
ら
せ

初
訪
問
の
ウ
ィ
ー
ン
に
心
を
躍
ら
せ
てて

名
古
屋
大
学
四
年

木
本
康

名
古
屋
大
学
四
年
　
木
本
康
瑛瑛

　（３）　　　　令和元年（２０１９年）７月１０日 友　　　愛 第５６０号  

す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

ず
、
た
く
さ
ん
の
事
を
吸
収
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

齢
者
介
護
や
難
民
課
題
に
つ
い

て
深
く
学
び
た
い
と
思
い
ま

す
。
　
ま
た
、
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
の
現
地
学
生
と
の
交
流

も
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
海
を

越
え
て
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
同

世
代
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

文
化
の
相
互
理
解
も
深
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で

す
が
、
一
日
一
日
を
無
駄
に
せ

　
こ
の
度
、
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
派
遣
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
選
抜
し
て
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
名
古

屋
大
学
医
学
部
医
学
科
四
年
の

木
本
 康
瑛
と
申
し
ま
す
。

大
学
で
は
、
硬
式
野
球
部
と
留

学
生
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い

ま
す
。
合
格
を
知
ら
さ
れ
た
時

は
、
ま
さ
か
自
分
が
選
ば
れ
る

と
は
、
と
い
う
驚
き
と
共
に
喜

び
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
し
た
。
個
人
の
旅
行
で
は

体
験
で
き
な
い
よ
う
な
様
々
な

経
験
を
通
し
て
、
多
く
の
事
を

吸
収
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
高

　
こ
の
度
、
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
へ
の
派

遣
学
生
に
選
出
し
て
頂
き
ま
し

た
、
成
田
葵
と
申
し
ま
す
。

私
は
将
来
、
脆
弱
性
の
あ
る

人
々
が
生
き
や
す
い
社
会
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
彼

ら
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と

は
、
彼
ら
の
人
生
が
よ
り
意
義

あ
る
も
の
に
な
る
と
同
時
に
、

国
際
社
会
全
体
が
効
果
的
に
機

能
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
る
か
ら
で
す
。
特
に
難
民

問
題
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
の

授
業
を
通
し
て
、
都
市
に
暮
ら

す
難
民
や
難
民
の
経
済
的
側
面

な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
勉
強

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
勉
強

す
る
中
で
、
難
民
一
人
一
人
の

気
持
ち
や
支
援
す
る
側
の
思
い

を
知
り
た
い
、
加
え
て
難
民
支

援
を
す
る
に
あ
た
っ
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ

・
政
府
・
国
際
機
関
に
ど
の
よ

う
な
違
い
が
あ
る
の
か
を
模
索

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
機
会

を
活
か
し
、
ウ
ィ
ー
ン
だ
か
ら

こ
そ
学
べ
る
事
を
し
っ
か
り
と

吸
収
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
も
、

難
民
支
援
の
現
場
に
触
れ
た
経

験
を
生
か
し
、
将
来
の
キ
ャ
リ

ア
の
中
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
国
際
社
会
に
貢
献
で
き
る

か
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
い
、
取
り
組
ん
で
い
る
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
か
ら
は
、

非
常
に
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
本
派
遣
事
業
の
終
了
後
、
大

学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
香
港
大
学

に
一
年
間
留
学
し
、
専
門
分
野

の
学
習
を
深
め
る
予
定
で
す
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
経
験
や
学

習
が
、
香
港
で
の
さ
ら
な
る
学

術
的
理
解
を
助
け
、
そ
の
後
の

人
生
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
な

い
な
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
、

初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
を
味
わ
い
尽
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

行
き
、
新
し
い
視
点
か
ら
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
に
気

づ
か
な
か
っ
た
こ
と
や
分
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
難
民
救
済
や
福
祉
事

業
、
核
の
禁
止
と
い
っ
た
、
今

後
日
本
や
ア
ジ
ア
地
域
で
も
さ

ら
に
注
目
さ
れ
る
課
題
と
向
き

　
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
ニ
年

間
で
、
ア
ジ
ア
地
域
に
あ
る
五

カ
国
に
行
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
・
大

学
が
中
心
に
取
り
組
む
法
整
備

支
援
事
業
や
、
急
速
な
経
済
発

展
と
民
主
化
へ
の
動
き
を
垣
間

見
ま
し
た
。

　
日
本
と
発
展
途
上
に
あ
る
ア

ジ
ア
諸
国
を
比
較
す
る
こ
と
で
、

専
攻
と
し
て
学
ぶ
行
政
学
・
地

方
自
治
・
地
域
政
治
に
つ
い
て
、

　
今
回
機
会
を
頂
い
た
事
を
大

変
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
地
で
は
、
実
際
に
移
民
問

題
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
と
積

極
的
に
交
流
し
、
自
分
が
見
聞

し
感
じ
た
事
を
発
信
し
て
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
を
少
し
で
も
作
り
た
い
で

す
。
ま
た
、
日
本
と
は
違
う
文

化
世
界
の
中
で
の
価
値
観
の
違

い
を
体
験
し
、
自
分
の
視
点
を

増
や
し
た
い
で
す
。

　
大
学
生
六
人
で
参
加
さ
せ
て

頂
く
た
め
、
全
員
で
感
じ
た
事

や
、
自
分
達
が
こ
の
体
験
を
通

し
て
ど
う
行
動
し
て
い
き
た
い

か
を
考
え
な
が
ら
、
一
緒
に
時

間
を
過
ご
し
た
い
で
す
。

　
私
た
ち
が
行
っ
て
み
る
事
で

少
し
で
も
い
い
変
化
が
自
分
自

身
に
も
、
そ
し
て
社
会
に
も
起

こ
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
使

命
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

す
。
　
本
派
遣
事
業
で
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
が

運
営
す
る
高
齢
者
用
住
宅
を
訪

問
す
る
こ
と
で
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
に
お
け
る
福
祉
を
巡
る
環
境

に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
り
、

高
齢
社
会
に
起
因
す
る
様
々
な

問
題
に
直
面
し
て
い
る
日
本
の

あ
り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
機
会
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

も
の
と
す
る
た
め
に
、
事
前
準

備
を
怠
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

で
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
貴
重
な
経

験
を
広
く
世
の
中
に
発
信
し
て

い
く
所
存
で
す
。

　
大
学
で
は
経
済
学
部
に
所
属

し
て
お
り
、
中
で
も
医
療
経
済

学
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

医
療
経
済
学
と
は
、
医
療
行
為

を
サ
ー
ビ
ス
と
み
な
し
、
そ
の

価
格
決
定
や
質
の
担
保
に
政
府

や
自
治
体
が
ど
の
よ
う
に
関
与

す
れ
ば
い
い
の
か
に
つ
い
て
分

析
す
る
経
済
学
の
一
分
野
で

す
。
現
在
は
学
部
卒
業
の
集
大

成
と
し
て
卒
業
論
文
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
日
本
に
お
け
る
医

師
と
歯
科
医
師
の
地
域
間
で
の

偏
在
を
も
た
ら
す
要
因
に
つ
い

て
、
統
計
的
に
分
析
し
て
い
ま

　
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
へ
の
派
遣
学
生
に

選
ん
で
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
派

遣
事
業
へ
の
参
加
を
実
り
あ
る

　
在
学
中
に
国
際
協
力
事
業
に

関
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
た
た

め
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
応

募
を
決
め
ま
し
た
。

　
難
民
問
題
は
近
年
報
道
で
よ

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
現

状
の
深
刻
さ
と
世
界
各
国
が
有

す
る
責
任
に
つ
い
て
自
分
な
り

に
考
え
る
こ
と
も
多
い
テ
ー
マ

で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
度
数

少
な
い
派
遣
学
生
と
し
て
選
出

し
て
い
た
だ
き
、
多
く
を
学
ぶ

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
、
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　
日
本
で
暮
ら
す
限
り
で
は
あ

ま
り
身
近
に
感
じ
得
な
い
問
題

だ
か
ら
こ
そ
、
実
際
に
当
事
国

へ
赴
く
こ
と
で
わ
か
る
こ
と
が

多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
、
現
地
で
ど
れ
だ
け

自
分
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
る
か
今
か
ら
と
て
も
楽
し

み
で
す
。

　
ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で

は
、
多
く
の
人
々
と
の
出
会
い

を
大
切
に
し
た
い
で
す
。
積
極

的
に
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、

現
地
情
勢
や
彼
ら
の
経
験
を

「
自
分
事
」と
し
て
捉
え
直
し
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
に
で
き
る

「
何
か
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
公
益
財
団
法
人
友
愛
が
、
国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
（
エ
ヤ
ッ
プ
）
へ
の
学
生
派
遣
事
業
は
、
今
年
度
も

全
国
か
ら
定
員
の
六
倍
近
い
応
募
が
あ
り
、
若
い
情
熱
に
溢
れ
た
申
し
込
み
書
類
が
殺
到
し
た
。
選
考
委
員
会
で
選
考
の
結
果
、
六
名
の

学
生
派
遣
が
決
ま
っ
た
。
参
加
に
届
か
な
か
っ
た
学
生
諸
氏
の
評
価
も
高
く
、
来
年
の
捲
土
重
来
を
期
待
し
た
い
。

　
参
加
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
抱
負
を
紹
介
し
ま
す
。（
掲
載
順
不
同
）

名古屋大学
医学部　４年
木本　康瑛さん

東北大学　
法学部　３年

阿部　真悠子さん

名古屋大学
法学部　３年
後藤　大智さん

慶應義塾大学大学院
法学研究科修士１年
成田　葵さん

一橋大学
経済学部　４年
吉田　大志さん

早稲田大学
法学部　２年
森﨑　桃子さん

二
〇
一
九
年
度
国
際
交
流
事
業

Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
学
生
派

二
〇
一
九
年
度
国
際
交
流
事
業
　
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
学
生
派
遣遣

六
名
の
学
生
が
勢
揃
い

そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負
を
語

六
名
の
学
生
が
勢
揃
い
　
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負
を
語
るる

八
月
五
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
に
て
研

八
月
五
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で
Ｏ
Ｊ
Ａ
Ｂ
に
て
研
修修
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◆
友
愛
に
入
会
し
て
六
十
七
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

貧
し
く
、
無
知
。
取
柄
は
若
さ

だ
け
。
し
か
し
、
友
愛
に
対
す

る
志
は
誰
に
も
負
け
な
い
と
自

負
し
て
い
た
我
が
青
春
！
！

人
生
の
す
べ
て
を
友
愛
中
心
に

考
え
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
時

間
が
自
由
に
な
ら
ず
二
十
九
歳

で
起
業
、
今
日
ま
で
精
一
杯
頑

張
り
、
生
き
続
け
て
来
た
人
生

を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

多
く
の
人
に
出
会
い
、
己
の
愚

か
さ
を
知
り
、
友
愛
の
人
間
像

を
目
指
し
、精
進
し
ま
し
た
が
、

常
に
な
お
足
ら
ざ
る
を
憂
う
の

御
粗
末
さ
で
晩
節
を
迎
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
友
愛
に
燃
焼
で

き
ま
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
六
十
六
年

間
に
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

友
愛
に
関
連
す
る
す
べ
て
の

方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
公
益
財
団
法
人
友

愛
の
発
展
を
心
か
ら
祈
念
し
ま

す
。

編
集
後
記
を
書
き
続
け
て
何
年

に
な
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
小
生
に
と
っ
て
、
こ
れ
が

最
後
の
記
実
で
す
。
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
七
夕
の
彦
星
と
織
り
姫
は
、

実
は
一
五
二
兆
キ
ロ
も
離
れ
て

い
る
と
か
。
ラ
ジ
オ
で
聞
い
て

ビ
ッ
ク
リ
！
　
光
の
早
さ
で
も

十
六
年
。
年
に
一
度
会
う
の
も

大
変
な
こ
と
で
す
。
で
も
夏
の

夜
空
に
天
の
川
を
見
つ
け
、
両

岸
の
二
つ
の
星
を
探
す
の
も
、

夏
な
ら
で
は
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
ひ
と
と
き
。
恋
心
、
貴
重
な

逢
瀬
、
満
点
の
星
空
、
い
つ
ま

で
も
残
し
て
お
き
た
い
物
語
。

そ
れ
に
は
環
境
保
全
が
肝
要
。

心
引
き
締
め
て
再
認
識
。（
も
）

公益財団法人　友愛
会員登録受付中

公益財団法人友愛は、皆さまのご支援で活動
を続けております。
会員登録（個人・法人）をしていただき、こ
れからの友愛活動にご協力ください。
＊申し込みはHPからも可能です。
＊申し込みハガキご希望の方は事務局まで

電話０３-５６８４-３１８８

高
校
生
の
技
術
披
露
。
す
ら
す
ら
と
見

事
な
筆
捌
き
で
論
語
の
な
か
の
語
句
を

書
い
て
ゆ
く

遼
寧
省
北
票
市
長
皋
郷
学
校
訪

遼
寧
省
北
票
市
  長
皋
郷
学
校
  訪
問問

書
籍
寄
贈
大
喜
び
・
返
礼
に
書
道
・
切
り
絵
・
ダ
ン
ス
を
披

書
籍
寄
贈
大
喜
び
・
返
礼
に
書
道
・
切
り
絵
・
ダ
ン
ス
を
披
露露

紙
芝
居
「
か
さ
じ
ぞ
う
」
に
目
を
輝
か
せ
て

紙
芝
居
「
か
さ
じ
ぞ
う
」
に
目
を
輝
か
せ
て
　
　
　
　
　
　
　

披
露
、
拍
手
が
湧
い
た
。

　
こ
ち
ら
も
返
礼
と
し
て
日
本

の
文
化
の
一
つ
で
あ
る
、「
紙
芝

居
」
を
披
露
す
る
番
で
あ
る
。

　
ま
ず
紙
芝
居
つ
い
て
紹
介

し
、
全
員
に
「
見
た
い
人
手
を

挙
げ
て
！
」と
問
い
か
け
る
と
、

全
員
が
元
気
良
く
挙
手
。
代
表

団
の
一
員
川
手
祥
右
さ
ん
が
、

皆
に
話
し
か
け
る
よ
う
に
紙
芝

居
を
読
み
、
中
国
青
年
国
際
交

流
中
心
の
崔
さ
ん
が
通
訳
、
全

員
が
目
を
輝
か
せ
て
舞
台
を
見

つ
め
て
い
た
。

　
別
れ
を
告
げ
る
の
も
惜
し
い

気
持
ち
で
学
校
を
辞
去
し
た
。

　
皆
楽
し
ん
で
く
れ
た
の
だ
ろ

う
か
と
、
一
抹
の
思
い
を
抱
き

な
が
ら
臨
ん
だ
夕
食
会
で
、
意

外
な
こ
と
を
聞
い
た
。

　
「
今
日
の
紙
芝
居
の
か
さ
じ

ぞ
う
の
よ
う
に
、
植
林
と
い
う

良
い
こ
と
を
続
け
て
い
れ
ば
必

ず
報
わ
れ
る
」
と
子
ど
も
た
ち

が
話
し
を
し
て
い
た
と
い
う
の

だ
。
何
て
素
晴
ら
し
い
！
　
半

日
以
上
車
に
揺
ら
れ
た
疲
れ
が

吹
き
飛
ん
だ
。　
（
羽
中
田
記
）

ん
』
全
巻
揃
い
も
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
緊
張
の
面
持
ち
の
中

に
も
笑
顔
で
受
け
取
っ
た
。

　
続
い
て
返
礼
に
と
、
子
ど
も

た
ち
の
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、

小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち

が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
、
見

事
な
演
技
で
舞
台
を
飾
っ
た
。

　
ま
た
、
傍
ら
で
は
高
校
生
に

よ
る
、
書
道
の
実
技
披
露
、
伝

統
工
芸
で
あ
る
「
切
り
絵
」
の

実
技
披
露
も
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
真
剣
な
表
情
で
作
品

に
取
り
組
み
、
見
事
な
腕
前
を

小
さ
な
子
か
ら
高
校
生
ま
で

が
、
門
の
前
で
列
を
作
っ
て
迎

え
て
く
れ
て
い
た
。

　
交
流
会
の
会
場
と
な
っ
た
体

育
館
に
は
、
幼
稚
園
児
も
参
加

し
て
お
り
、
そ
れ
で
も
全
員
が

行
儀
良
く
、
き
ち
ん
と
列
を
作

り
座
っ
て
待
っ
て
い
た
。

　
川
手
正
一
郎
常
務
理
事
の
挨

拶
・
講
演
に
次
い
で
、
当
財
団

か
ら
の
贈
り
物
「
書
籍
」
の
贈

呈
が
行
わ
れ
た
。
書
籍
の
中
に

は
、中
国
語
で
書
か
れ
た
絵
本
、

グ
リ
ム
童
話
の
他
、『
ド
ラ
え
も

　
五
月
二
十
三
日
（
木
）
友
愛

植
林
訪
中
団
は
、
植
林
現
場
で

あ
る
北
票
市
長
皋
地
域
に
あ
る

「
長
皋
郷
学
校
」
を
訪
問
し
た
。

　
こ
れ
は
地
元
の
中
華
全
国
青

年
連
合
会
の
要
請
に
応
え
た
も

の
で
、
友
愛
に
つ
い
て
、
ま
た

日
本
の
文
化
に
つ
い
て
紹
介
し

て
欲
し
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。

　
長
皋
郷
学
校
は
、
幼
稚
園
か

ら
高
等
学
校
ま
で
、
年
齢
層
の

広
い
生
徒
が
通
っ
て
い
る
、
地

域
で
は
最
大
級
規
模
の
学
校

で
、
広
大
な
敷
地
内
に
入
る
と

こ
ち
ら
も
高
校
生
に
よ
る
実
技
披
露
。

伝
統
工
芸
の
「
切
り
絵
」
を
実
際
に
作

り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た

地
域
の
名
産
で
あ
る
瓢
箪
に
、
文
字
や

絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
五
〇
セ
ン
チ
近

い
大
き
な
瓢
箪
が
見
事
！

川
手
祥
右
さ
ん
の
紙
芝
居
披
露
。
練
習

の
甲
斐
あ
っ
て
、
な
か
な
か
堂
に
入
っ

た
も
の
で
あ
っ
た

紙
芝
居
見
た
い
人
の
問
い
に
、
元
気
に

手
を
挙
げ
る
子
ど
も
達
。
素
直
な
眼
差

し
と
笑
顔
が
記
憶
に
残
る

子
ど
も
達
は
行
儀
良
く
並
ん
で
、
友
愛

一
行
の
到
着
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。

皆
日
本
人
に
会
う
の
は
初
め
て
だ
と
か

書
籍
の
贈
呈
。
中
国
国
際
青
年
交
流
中

心
の
崔
さ
ん
（
右
端
）
も
笑
顔
で
本
を

手
渡
す
。
子
ど
も
達
は
緊
張
ぎ
み

外国語大学学長・附属高校校長等と用意された大きな記念の樹を植える鳩山理事長ご夫妻
プレートも作られており、鳩山由紀夫理事長の名が記されている
後ろの建物は、学生が住む学生寮と学校関係者の住居。全てが揃って町のようである

簡
単
な
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

　
日
本
語
学
科
の
先
生
の
指
導

に
よ
る
日
本
語
の
歌
と
踊
り
、

民
族
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
学
生

達
に
よ
る
踊
り
な
ど
歓
迎
の
出

し
物
が
続
き
、
友
愛
訪
中
団
一

行
も
笑
顔
が
絶
え
な
か
っ
た
。

　
大
学
附
属
高
校
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
高
校
生
の
頃
か
ら
選

択
す
れ
ば
日
本
語
が
学
べ
る
と

い
う
こ
の
高
校
で
は
、
日
本
語

は
人
気
の
学
科
と
い
う
こ
と

で
、
多
く
の
学
生
が
流
暢
な
日

本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
日
本
も
こ
の
学
生
達
の
姿
勢

を
見
習
っ
て
、
世
界
の
平
和
に

役
立
つ
よ
う
な
、
学
問
の
追
究

に
励
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
た
。

　
三
月
十
六
日
（
土
）
植
林
に

訪
れ
た
陝
西
省
麟
游
県
か
ら
北

京
に
向
か
う
道
す
が
ら
、
地
元

西
安
市
の
要
望
で
、
西
安
外
国

語
大
学
の
附
属
高
校
を
訪
問
し

た
。
　
高
校
の
敷
地
に
入
っ
た
と
た

ん
、
ピ
ン
マ
イ
ク
を
つ
け
た
女

子
学
生
の
リ
ー
ド
に
よ
る
「
呼

び
か
け
」
風
の
歓
迎
の
意
が
、

待
ち
受
け
て
い
た
学
生
達
で
披

露
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
用
意
さ
れ
て
い
た

記
念
植
樹
を
終
え
、
校
内
へ
移

動
。
大
勢
の
学
生
に
拍
手
で
迎

え
ら
れ
た
。

　
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
と
川
手

正
一
郎
常
務
理
事
は
、
こ
の
歓

迎
に
応
え
「
友
愛
に
つ
い
て
」

学
校
の
入
口
に
学
生
が
並
び
、「
呼
び
か

け
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。
大
歓
迎

を
受
け
た

各
学
年
が
趣
向
を
凝
ら
し
、
歌
や
踊
り

を
披
露
し
て
く
れ
た
。
日
本
語
の
歌
も

見
事
に
踊
り
な
が
ら
歌
っ
て
い
た

西
安
外
国
語
大
学
附
属
高
校
訪

西
安
外
国
語
大
学
附
属
高
校
訪
問問

記
念
植
樹
実

　
記
念
植
樹
実
施施

学
生
と
の
交
流
実
施

学
生
と
の
交
流
実
施
　


